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2019年3月14日 離脱期日の延期を選択

【離脱期日延期は可決 国民投票再実施は否決】
英国議会（下院）は2019年3月14日（現地時間）にEU
に対し離脱期日延期を求めることを賛成：412票、反対：
202票で可決しました。
なお、離脱期日延期の議決の前に「離脱の是非を問う国民投
票の再実施」について投票が行われましたが、圧倒的多数で
反対、つまり国民投票を行わないという判断となりました。
【3度目の正直で離脱協定案を可決できるか】
離脱期日延期についての英国-EU間での具体的な協議は
2019年3月21日から開催されるEU首脳会議で行われますが、
その前にメイ首相には「離脱協定案の議会採決」という大きな
仕事が残っています。
もし英国議会がEU首脳会議の前日である3月20日までに離
脱協定案を承認した場合、英国はEUに対し2019年6月末ま
でという「短期間」の離脱期日延期を要請することとなります。
一方、英国議会がそれまでに承認しない場合には「長期間」の
延期を求めることとなる見込みです。
そこでポイントとなるのが、今年5月23日～5月26日に行われ
る欧州議会選挙です。「長期間」の延期の場合、英国はEUか
ら離脱予定でありながらも選挙に参加しなければなりません。こ
の事態を回避すべく、メイ首相は「離脱協定案を可決し、延期
期間を短期に留める」という流れに持ち込みたい意向です。
しかし、離脱協定案は既に「2度否決」されていること、またEU
は協定案の再交渉には応じないとしていること、そして何よりも
時間が非常に限られていること等から、メイ首相は厳しい舵取り
を迫られるものと考えられます。

 英EU離脱～英国議会、離脱期日延期を可決～
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【正式離脱日まであと約2週間】
英国はEU（欧州連合）に対し離脱期日延期を求める動議を可決しました。次の焦点は『いつまで延期す
るか』となり、短期間の延期に留めるためには『英国議会が3月20日までに離脱協定案を可決』しなければ
なりません。正式離脱日（2019年3月29日）が迫る中、ギリギリでの交渉が続いています。

【今後想定される流れ】

2019年3月13日 「合意なき離脱」を回避

2019年3月12日 離脱協定修正案を否決

【正式離脱日まで残り2週間、ギリギリでの交渉が続く】
今後の方向性は「離脱協定案の英国議会採決」に委ねられることとなります。延期期間が「短期間」、「長期間」どちらになっても
延期のためにはEU27カ国の全会一致の承認が必要です。
「合意なき離脱」に陥るリスクも依然残っており、正式離脱日を直前に控えギリギリでの交渉が続くものと見込まれます。

2019年3月20日までに英国議会が「離脱協定案を
採決」？

「長期間」の延期要請？ 「短期間」の延期要請？

否決 可決

2019年3月21日からのEU首脳会議で協議？

or2019年3月29日
合意なき離脱？ 離脱期日延期？



当資料は、情報提供を目的としたものであり、特定の投資商品の推奨や投資勧誘を目的としたものではありません。
当資料は、信頼できる情報をもとにドイチェ・アセット・マネジメント株式会社が作成しておりますが、正確性・完全性
について当社が責任を負うものではありません。当資料記載の情報及び見通しは、作成時点のものであり、市場の
環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。当資料に記載されている個別の銘柄・企業名につい
ては、あくまでも参考として記載したものであり、その銘柄・企業の株式等の売買を推奨するものではありません。
D-190315-2

■レポートの作成・配信は

ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社

2/2

臨時レポート
EURO EXPRESS


	Slide Number 1
	Slide Number 2

